






















　また Preuss と Alicke（2009）は、異性に対しての自分の人気度を推定させるという研究を行っているが、他の学生よ
り自分のほうが好かれているはずだと過大評価する学生の割合が多く、自分の人気度を過小評価する学生はきわめて少
なかった。
　同様の結果は、Kilduff ら（2008）でも得られている。 4 つの企業や団体で働く11６名に、職場における自分の人気度を
推定させる一方で、他の社員たちからの人気度を調べてみると、現実にはそれほど人気がないのに、「自分は人気があ
る」と過大評価する人の割合が多かったのである。



























































































分散分析表  **： 1 ％有意　*： 5 ％有意
因　子 平 方 和 自 由 度 平均平方 Ｆ 値 Ｐ 値 判 定
自己・他者評価 533.6213 1 533.6213 38.8632 0.0000 **




























　内訳を調べてみると、そのうちの 1 名は人気度、もう 1 名はプレゼンテーションのうまさの点でも過大評価しており、





分散分析表  **： 1 ％有意　*： 5 ％有意
因　子 平 方 和 自 由 度 平均平方 Ｆ 値 Ｐ 値 判 定
自己・他者評価 361.9087 1 361.9087 54.1551 0.0000 **
誤　　差 735.1101 110 6.6828
全　　体 1097.0187 111
Table. ３ 　プレゼンテーション能力の分散分析表
分散分析表  **： 1 ％有意　*： 5 ％有意
因　子 平 方 和 自 由 度 平均平方 Ｆ 値 Ｐ 値 判 定
自己・他者評価 6927.6493 1 6927.6493 64.9509 0.0000 **
誤　　差 11732.5743 110 106.6598
全　　体 18660.2236 111
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自己の人気度とプレゼンテーション能力に対する過小評価について 
までの研究から日本人を対象にした研究においては、自己卑下呈示が頻繁に見られることが報告されてきた。
　本研究では、人気度とプレゼンテーション能力の自己評価に関して、多くの日本人は、他者からの評価よりも、自分
に厳しい点をつけるであろう、すなわち過小評価するであろうとの仮説を検証した。実験の結果は、まさにこの仮説を
支持するものであり、約 9 割の学生は、自分の人気度とプレゼンテーション能力を低く評価していることが明らかにさ
れた。
　ただし、本研究において約 9 割もの被検者に過小評価が見られたという事実に関しては、別の解釈ができないわけで
はない。
　たとえば、本研究では、自己評価については、実験者がその回答を聞き取りする形式で行った。実験者が目の前にい
る状況で自己評価を求められた被検者は、さらに自己卑下傾向が強くなり、「あまり大きなことを言いたくない」という
意識が強く働き過ぎてしまった可能性がある。これが被検者の自己評価を不当に低くさせてしまったということは十分
に考えられる。この点については、自己評価についても、他者評価と同じように、質問紙だけを配布し、自由に回答し
てもらえば、過小評価する割合はもう少し減ったかもしれない。
　また、自己評価を行ったタイミングも影響している可能性がある。被検者の多くは、大勢の人を前にしたスピーチや
プレゼンテーションに慣れておらず、発表直後には、「うまくできなかった」「失敗した」という意識が頭に浮かびやす
かったと思われる。そのため、発表直後には、一時的に気落ちした状態になっており、その影響が自己評価に波及効果
を与え、過小評価につながったという可能性がある。この影響を排除するためには、たとえば発表後に数分間程度の時
間を設けて、被検者の気分が落ち着いたところで自己評価を求める必要があったかもしれない。
　あるいは、性差の問題も考えられる。Steinmayr と Spinath（2009）が、知能についての自己評価を求めると、男性は
過大評価、女性は逆に過小評価をしたという。また、Lustman ら（2010）が、車の運転能力の自己評価について男女別
に調べてみると、やはり男性は自己の能力を過大評価し、女性は過小評価する傾向があることが明らかにされたという。
これらの研究は、「女性ほど自己評価にあたって過小評価しやすい」という性差を示唆しているわけであるが、本研究の
被験者は、女性が男性の約1.5倍も多かった。したがって、女性被験者の割合が高かったことが、過小評価する人の割合
を高めてしまったという可能性も考えられなくはない。
　「あなたの○○は、他者と比べてどうですか？」と質問紙で尋ねる調査を行った研究（伊藤，1999；工藤，2004；外
山・桜井，2001など）では、「まじめさ」や「優しさ」、「誠実さ」などの点に関して、日本人は平均点以上の自己評価を
与えることが確認されており、日本人のする自己評価が、すべての点において必ずしも低い、というわけではない。
　しかし、日本人の多くは、自己評価を求められた場合に、他者からの客観的な評価に比べて、かなりの程度の過小評
価をすることが本研究の実験から明らかにされたといえる。かりに自分に平均点以上の得点をつけていても、他者から
の客観的な評価はもっとずっと高いのであり、その意味では、日本人は自分の人気やプレゼンテーション能力の推定に
あたっては、非常に謙虚な姿勢を示す傾向があると言えるだろう。
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